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7～8年前位から、
女子学生が大活躍

2025年

2023年

東京科学大学（東工大）学生リーダーシップ賞
学内に加え、卒業後も高い評価を受ける人々が増えている

施設改修（女性用ロッカー
ルーム、休息室設置、
洗面所改修）は頑張って
いるが予算不足、人出不足
で、、。



学生さんたちの自主的調査
大学に正式に提出され、大学HPに掲載 個人的な衝撃

女子枠導入によって学力が下がる
という考えの学生さんがかなりい
ることに驚愕。

これが誤解であることを示して
ゆくための活動が学内外で継続中、
時間がかかっても皆で根気よく
最後は実績か、、。

https://www.siengp.titech.ac.jp/gakuseichousa/

有効回答
1623名分
での比率
（％）



最近出た学勢調査2024

５：DE＆I関係項目 提言5-3 入試改革目標の明確化
学生の意見 本学の入試改革について、以下の意見が寄せられました。

学勢調査2022追加調査を引用して

「女子比率が増えることそのものについては、過半数の学生が肯定的な意見を
持っていることが分かります。一方で、女子枠という取り組みについては、「ど
ちらかというと反対」と「反対」という回答の和が過半数を占めており、「賛
成」と「どちらかというと賛成」の和については回答の約3割という結果になり
ました。」と述べています。

効果検証方法その上での提言として、「同時に実施する諸施策などの検討・実施
状況が明確になっておらず、どのように入試改革の目標を達成するのか明確では
ありません。そのため、女子枠という特別措置の施策廃止までのロードマップを
作成し、公開することを求めます。」

そろそろ出口をどう設定するかの議論を求められており、これが次のパネラーの
方の主題？
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